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歴史研究・文化人類学・質的研究・資料研究等

	このテンプレートの使い方
1．この指定Wordテンプレートを用いて、発表者自身が発表要旨を作成してください。
2．作成後、必要に応じて学会Webサイトの「発表要旨セルフチェック＆改善ガイド（試用版）」を利用してください。
3．試用版アプリは発表要旨をゼロから作成するものではなく、作成済みの文章を自己点検するための補助ツールです。
4．アプリの利用は任意です。利用の有無や結果は演題の受理・採択に影響せず、アプリから演題登録も行われません。
5．アプリの提案を採用するかは発表者が判断し、最終的な記載内容は発表者自身が確認してください。



	試用版アプリへ入力する際の注意
著者名・所属、患者・研究対象者を特定できる情報は入力しないでください。
症例報告では、具体的な日付、施設名、地域名等の組合せによる個人特定にも注意してください。
アプリで修正した文章はこの指定Wordテンプレートへ戻し、Microsoft Wordで文字数を再確認してください。



作成上の共通事項
発表要旨は日本語で作成してください。一般に用いられる略語や最小限の英字表記は使用できます。
文章のみとし、画像・写真・図・表・グラフ等は使用できません。
キーワードは5語以内としてください。
見出しは【　】の表記を使用してください。
外字、特殊記号、環境依存文字は使用しないでください。
提出された発表要旨は、校正を行わず原文のまま掲載されます。
1．基本情報
	演題名
	［ここに演題名を入力してください。］

	筆頭発表者
	［氏名を入力してください。］

	共同発表者
	［氏名を入力してください。複数の場合は「、」で区切ってください。］

	所属
	［所属を入力してください。複数所属の場合は対応関係が分かるようにしてください。］

	キーワード
	［5語以内で入力してください。］



発表要旨本文
	800字の対象範囲（Ver.1.0確定）
800字に含めるもの：各【見出し】、各見出しの本文、【COI】とその本文、【倫理的配慮】とその本文。
800字に含めないもの：演題名、著者名、所属、キーワード、空白、改行。
最初の本文見出しから【倫理的配慮】の末尾までを選択し、Microsoft Wordの［校閲］→［文字カウント］で「文字数（スペースを含めない）」を確認してください。
入力補助文は発表要旨に含めません。入力後、必ず削除してください。



本文が叙述型であっても、必ず見出しを付けてください。倫理審査が非該当または不要の場合も、その理由を【倫理的配慮】に記載してください。
【背景・目的】
［入力補助：研究の背景・課題および目的を簡潔に記載してください。必要に応じて【背景】と【目的】に分けても構いません。］
※入力後、この入力補助文を削除してください。
　
　
【資料・対象】（必要に応じて使用。使用しない場合は見出しごと削除）
［入力補助：用いた史料・資料、研究参加者、フィールド等を必要に応じて記載してください。］
※入力後、この入力補助文を削除してください。
　
【方法】
［入力補助：資料収集・データ収集の手続き、一次／二次資料の区分、史料批判、フィールドワーク、分析方法・分析枠組み等を記載してください。］
※入力後、この入力補助文を削除してください。
　
　
【主要所見】
［入力補助：分析から得られた主要な所見を、根拠となる資料・データとの関係が分かるように記載してください。］
※入力後、この入力補助文を削除してください。
　
　
【解釈・意義】
［入力補助：主要所見の解釈、学術的・社会的意義および限界を簡潔に記載してください。］
※入力後、この入力補助文を削除してください。
　
　
【COI】
［入力補助：次頁の記載例から該当する文章を貼り付けてください。］
※入力後、この入力補助文を削除してください。
　
【倫理的配慮】
［入力補助：倫理審査が非該当または不要の場合も見出しを残し、その理由を簡潔に記載してください。］
※入力後、この入力補助文を削除してください。
　
本文文字数（スペースを含めない）：　　　　　　字
※発表者自身がMicrosoft Wordで確認してください。試用版アプリの文字数表示は補助情報です。
COI（利益相反）・倫理的配慮の記載例
該当する文章を発表要旨本文へ貼り付け、必要箇所のみ置き換えてください。定型文は、指定された箇所以外を改変しないでください。
1）COI（利益相反）
COIがない場合
	
【COI】開示すべき利益相反はない。



COIがある場合
	
【COI】筆頭著者（氏名）は（企業・団体名）より（講演料／原稿料／コンサルティング料／研究費／奨学寄附金／寄付講座／株式保有等）の提供を受けている。共著者（氏名）は（企業・団体名）より（同上）の提供を受けている。



※COIが複数ある場合は、企業・団体名と内容を追記して列記してください。試用版アプリには氏名を入力せず、「筆頭著者」「共著者A」等の匿名表記を用い、正式な氏名はこのWordへ戻して記載してください。
2）倫理的配慮
（1）倫理審査委員会の承認を得て実施した場合
	
【倫理的配慮】本研究は（機関名）研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号：XXXX）。対象者には研究目的・方法・利益相反・個人情報の取扱いを説明し、同意を得た。



（2）既存データ等を用い、同意取得が不要または困難な場合
	
【倫理的配慮】本研究は（機関名）研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号：XXXX）。既存データを用い、個人が特定されない形で解析した。必要に応じて情報公開（オプトアウト等）を行った。



（3）筆頭著者所属に倫理審査委員会がないため、他機関で審査を受けた場合
	
【倫理的配慮】筆頭著者の所属施設には研究倫理委員会が設置されていないため、（審査を行った機関名）研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号：XXXX）。対象者には研究目的・方法・個人情報の取扱いを説明し、同意を得た。



（4）共著者を含むいずれの所属施設にも倫理審査体制がない場合
	
【倫理的配慮】本研究に関する研究倫理委員会（倫理審査委員会）を設置する所属機関がなく、委員会審査を受けることができない。研究はヘルシンキ宣言に準拠し、対象者の権利保護、個人情報の保護、不利益の回避に十分配慮して実施した。対象者には研究目的・方法・個人情報の取扱いを説明し、同意を得た。



倫理審査が非該当または不要の場合（記載例）
	
【倫理的配慮】本研究（本報告）は、（倫理審査が非該当または不要となる理由）により、倫理審査の対象外（または不要）である。個人情報保護に十分配慮し、必要に応じて対象者の同意を得た。
※これは定型文ではなく記載例です。所属機関の規程および研究・報告の性質に基づき、非該当または不要となる理由を具体的かつ簡潔に記載してください。



提出前の確認
	□　発表区分に対応した指定Wordテンプレートを使用した。

	□　発表要旨は日本語で作成した。

	□　画像、写真、図、表、グラフ等を使用していない。

	□　キーワードは5語以内である。

	□　必要な【見出し】を残し、入力補助文を削除した。

	□　各見出し・本文・COI・倫理的配慮を含む本文が800字以内である。

	□　COIと倫理的配慮を確認し、該当する内容を記載した。

	□　倫理審査が非該当または不要の場合も、その理由を【倫理的配慮】に記載した。

	□　外字、特殊記号、環境依存文字を使用していない。

	□　筆頭発表者、共同発表者、所属の表記を確認した。

	□　試用版アプリを利用した場合、提案内容を自分で確認し、必要な内容だけを反映した。

	□　提出された発表要旨は原文のまま掲載されることを理解し、最終確認した。


最終確認日：　　　　年　　　月　　　日　　確認者：　　　　　　　　　　　　　　
－ 1 －
